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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第３四半期 32,226 △12.2 1,339 △55.2 1,426 △49.7 1,000 △32.9

28年３月期第３四半期 36,716 △1.8 2,990 244.2 2,836 294.8 1,491 250.5
(注) 包括利益 29年３月期第３四半期 1,522百万円( △5.1％) 28年３月期第３四半期 1,605百万円( 51.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第３四半期 16.49 ―

28年３月期第３四半期 24.58 ―
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第３四半期 87,239 41,468 46.4

28年３月期 89,092 40,265 44.2
(参考) 自己資本 29年３月期第３四半期 40,460百万円 28年３月期 39,353百万円
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

29年３月期 ― 0.00 ―

29年３月期(予想) 4.00 4.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

平成28年３月期の期末配当金の内訳 普通配当 ４円00銭 記念配当 １円00銭
　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,190 △12.4 720 △71.4 740 △67.8 1,210 △34.3 19.95
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 60,891,000株 28年３月期 60,891,000株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 234,761株 28年３月期 233,179株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 60,657,268株 28年３月期３Ｑ 60,658,950株

　　
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決
算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ
ん。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付
資料３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国景気の下振れやイギリスのEU離脱問題、

アメリカ大統領選挙など海外経済に対するリスクはあるものの、政府・日本銀行の各種経済政策や

金融緩和を背景に設備投資や雇用環境が改善し、景気は穏やかな回復基調で推移しました。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、旅客輸送における設備の修繕をはじめと

する安全確保のより一層の強化や、顧客へのサービス向上を図り、各事業とも積極的な営業活動を

展開して収益の確保に努めました。

　平成24年７月に着工した石内東地区の大規模不動産開発プロジェクト「西風新都グリーンフォー

トそらの」につきましては、平成28年１月から開始した住宅用地の分譲を進めてまいります。

　また、八丁堀地区における再開発事業「（仮称）広島八丁堀共同プロジェクト」として、平成27

年12月に新築工事に着手した新ビル「スタートラム広島」につきましては、工事を安全かつ堅実に

施工するよう工程管理を行ってまいります。

　さらに、広島市が事業主体である電車の広島駅前通り線の整備や、広島県と廿日市市が事業主体

である宮島口整備事業といった事業を関係機関と協力しながら推進するとともに、広島大学跡地の

活用策「ひろしまの『知の拠点』再生プロジェクト」といった新規事業にも取り組み、活力ある街

づくりに尽力してまいります。

　当第３四半期連結累計期間の営業収益は、運輸業および建設業が増収となったものの、流通業、

不動産業およびレジャー・サービス業が減収となり、前第３四半期連結累計期間と比較して12.2

％、4,489百万円減少し、32,226百万円となりました。利益につきましては、営業利益は、前第３

四半期連結累計期間と比較して55.2％、1,651百万円減少し、1,339百万円となり、経常利益は、前

第３四半期連結累計期間と比較して49.7％、1,410百万円減少し、1,426百万円となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益は、前第３四半期連結累計期間と比較して、32.9％、490百万円減少し、

1,000百万円となりました。

　

　各セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① (運輸業)

　運輸業におきましては、鉄軌道事業では、平成28年５月のオバマ前アメリカ大統領の広島訪問

や、広島東洋カープの25年ぶりのリーグ優勝などにより、沿線施設への来訪者が好調に推移し、増

収となりました。自動車事業では、平成27年10月に実施した呉エリアの一部路線運営効率化に伴う

ダイヤ縮小や、イベント用貸切輸送の減少により、減収となりました。海上運送業及び索道業で

は、宮島来島者数の増加により、増収となりました。航空運送代理業では、平成27年４月の広島空

港における航空機事故の影響が緩和され、増収となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における営業収益は、前第３四半期連結累計期間と比較し

て0.7％、108百万円増加して16,697百万円となりましたが、営業損益は、人件費の増加や新車導入

に伴う償却費の増加等の影響により、前第３四半期連結累計期間111百万円に対し、324百万円減少

し、213百万円の営業損失となりました。

② (流通業)

　流通業におきましては、マダムジョイ店舗では直営部門は利用客、売上ともに増加したものの、

軽油単価の下落による商事部門の売上高減少やテナント売上高減少の影響により、減収となりまし

た。

　また、宮島口もみじ本陣においては、宮島来島者数の増加に伴い増収となりました。サービスエ

リアにおいては、熊本地震で高速道路の通行量が減少した影響等で、減収となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における営業収益は、前第３四半期連結累計期間と比較し

て2.4％、189百万円減少し、7,833百万円となりましたが、営業利益は、減価償却費の減少等によ

り、前第３四半期連結累計期間25百万円に対し、185.3%、47百万円増加し、73百万円となりまし
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た。

③ (不動産業)

　不動産業におきましては、不動産賃貸業では、解体に着手した広電第二タワービルのテナント退

去による賃料収入の減少により減収となり、不動産販売業では、前第３四半期連結累計期間に「西

風新都グリーンフォートそらの」の商業用地および業務用地の販売や五日市分譲マンションの販売

があった影響により、減収となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における営業収益は、前第３四半期連結累計期間と比較し

て56.2％、5,121百万円減少し、3,997万円となり、営業利益は、前第３四半期連結累計期間2,621

百万円に対し、53.4％、1,399百万円減少し、1,221百万円となりました。

④ (建設業)

　建設業におきましては、防災対策の公共工事や民間の建築工事が増加したことなどにより、増収

となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における営業収益は、前第３四半期連結累計期間と比較し

て25.3％、783百万円増加し、3,885百万円となり、営業利益は、前第３四半期連結累計期間88百万

円に対し、60.6％、53百万円増加し、142百万円となりました。

⑤ (レジャー・サービス業)

　レジャー・サービス業におきましては、ホテル業では、外国人旅行客や法人利用、ホテル会員の

宿泊利用が増加し、増収となりました。ゴルフ業では、謝恩特別デーの開催など積極的に営業展開

したものの利用者が減少し、減収となりました。ボウリング業では、健康ボウリング教室を精力的

に開催したほか、ボウリングと食事のパック商品を新たに販売するなど利用者増加の取組みを行い

ましたが、ゲームコーナーの縮小により減収となりました。ゴルフ練習場においては、シニア層の

来客の減少により、減収となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における営業収益は、前第３四半期連結累計期間と比較し

て0.6％、９百万円減少し、1,492百万円となり、営業利益は、前第３四半期連結累計期間129百万

円に対し、13.3％、17百万円減少し、112百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、保有する上場株式の時価上昇に伴い「投資有価証券」

が697百万円増加したものの、「現金及び預金」が714百万円減少したほか、「西風新都グリーンフ

ォートそらの」事業における業務用地及び宅地の販売による「販売土地及び建物」の減少1,353百

万円などにより、前連結会計年度末と比較して1,852百万円の減少となりました。負債は、受託工

事に係る前受金の増加により流動負債「その他」が392百万円増加したものの、社債を含めた有利

子負債が2,024百万円減少したほか、前連結会計年度に行った設備投資に係る支払いなどによる

「未払金」の減少1,150百万円により、前連結会計年度末と比較して3,055百万円の減少となりまし

た。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上や、保有する上場株式の時価上昇に伴う

「その他有価証券評価差額金」の増加により、前連結会計年度末と比較して1,203百万円の増加と

なり、自己資本比率は2.2ポイント上昇の46.4%となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期決算発表時（平成28年11月

７日）の予想を変更しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

当社は、当社の100％子会社である広電興産株式会社を平成28年４月１日付で吸収合併いたしまし

た。なお、広電興産株式会社は前連結会計年度において特定子会社には該当しておりません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更して

おります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。

（４）追加情報

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月

28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,654 4,939

受取手形及び売掛金 2,032 1,707

販売土地及び建物 6,025 4,672

未成工事支出金 168 207

商品及び製品 168 203

原材料及び貯蔵品 540 526

その他 1,795 1,505

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 16,376 13,755

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,652 15,167

機械装置及び運搬具（純額） 5,350 4,938

土地 42,647 42,932

建設仮勘定 675 1,692

その他（純額） 1,159 1,019

有形固定資産合計 65,485 65,750

無形固定資産

借地権 27 27

その他 689 582

無形固定資産合計 717 610

投資その他の資産

投資有価証券 3,866 4,564

長期貸付金 12 16

退職給付に係る資産 1,741 1,685

その他 958 923

貸倒引当金 △66 △66

投資その他の資産合計 6,512 7,123

固定資産合計 72,715 73,483

資産合計 89,092 87,239
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,385 1,766

短期借入金 10,331 10,654

1年内償還予定の社債 329 391

未払金 2,364 1,214

未払法人税等 695 281

未払消費税等 353 384

未払費用 845 1,015

預り金 1,157 1,480

賞与引当金 1,163 399

役員賞与引当金 31 -

その他 2,140 2,533

流動負債合計 20,798 20,119

固定負債

社債 859 891

長期借入金 10,418 7,976

再評価に係る繰延税金負債 10,008 10,008

退職給付に係る負債 1,313 1,324

その他 5,429 5,450

固定負債合計 28,028 25,651

負債合計 48,827 45,771

純資産の部

株主資本

資本金 2,335 2,335

資本剰余金 1,976 1,996

利益剰余金 10,947 11,643

自己株式 △92 △93

株主資本合計 15,166 15,882

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,184 1,664

土地再評価差額金 22,514 22,514

退職給付に係る調整累計額 487 398

その他の包括利益累計額合計 24,186 24,577

非支配株主持分 911 1,008

純資産合計 40,265 41,468

負債純資産合計 89,092 87,239
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

営業収益 36,716 32,226

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 27,684 25,077

販売費及び一般管理費 6,041 5,810

営業費合計 33,726 30,887

営業利益 2,990 1,339

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 106 209

持分法による投資利益 - 10

受託工事収入 0 -

その他 46 49

営業外収益合計 155 270

営業外費用

支払利息 240 157

持分法による投資損失 43 -

受託工事費用 0 -

その他 25 25

営業外費用合計 309 182

経常利益 2,836 1,426

特別利益

固定資産売却益 - 1

工事負担金等受入額 444 383

受取補償金 - 253

その他 19 10

特別利益合計 463 649

特別損失

固定資産売却損 2 -

固定資産除却損 379 294

固定資産圧縮損 100 43

減損損失 223 0

投資有価証券評価損 - 3

特別損失合計 706 341

税金等調整前四半期純利益 2,594 1,734

法人税等 1,035 602

四半期純利益 1,558 1,131

非支配株主に帰属する四半期純利益 66 131

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,491 1,000
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 1,558 1,131

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 153 479

退職給付に係る調整額 △106 △88

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 46 391

四半期包括利益 1,605 1,522

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,538 1,391

非支配株主に係る四半期包括利益 66 131
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

区分 運輸業 流通業 不動産業 建設業
レジャー・
サービス業

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

営業収益

外部顧客への営業収益 16,582 7,249 8,730 2,661 1,492 36,716 ― 36,716

セグメント間の内部営業

　収益又は振替高
6 772 388 440 9 1,618 △1,618 ―

計 16,589 8,022 9,118 3,102 1,501 38,334 △1,618 36,716

セグメント利益 111 25 2,621 88 129 2,976 14 2,990

(注) １ セグメント利益の調整額14百万円は、セグメント間取引消去であります。
２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）
　流通業セグメントにおいて、当第３四半期連結累計期間中に撤退が決定した店舗設備に対し、
減損損失を計上しております。
　なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては220百万円であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

区分 運輸業 流通業 不動産業 建設業
レジャー・
サービス業

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

営業収益

外部顧客への営業収益 16,688 7,144 3,622 3,291 1,480 32,226 ― 32,226

セグメント間の内部営業

　収益又は振替高
9 688 375 594 12 1,681 △1,681 ―

計 16,697 7,833 3,997 3,885 1,492 33,907 △1,681 32,226

セグメント利益又は損失

（△）
△213 73 1,221 142 112 1,335 3 1,339

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額３百万円は、セグメント間取引消去であります。
２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
重要なものがないため記載しておりません。
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